
 

 

温井ダム視察報告 

               水資源・水環境分科会  西田 修三 
 

1. まえがき 

 本分科会では、広島県にある国土交通省所管の温井ダムの視察を行った。 

当ダムは平成 14 年（2002 年）3 月に完成したアーチ式コンクリートダムで、ア

ーチ式ダムでは、黒部ダムに次いで全国で 2 番目の高さ（156m）である。 

ダムは水資源・水環境に関わる最も大きな構造物である。近傍にある巨大なア

ーチ式コンクリートダムを視察することによって、技術者としての知見を広げる

ことを目的として行なったものである。視察日は令和 5 年 11 月 3 日（金）に行

なった。 

2. 温井ダムの概要 

1）流域の概要 

  太田川は、冠山（1,339m）に源として広島県西部を流下し、広島市で瀬戸内海

に注ぐ一級河川である。流域面積は 1,710km2、幹川延長は 103km である。流域の

年平均降水量は 1,600mm で、その降水量は梅雨期（6 月、7 月）が多く、次いで 9

月となっている。水の利用状況は、発電が主体となっており、太田川上流部の立

岩ダム、支川の滝山川上流部の樽床ダム、王泊ダムの 3 ダムによって水力発電が

行われている。また、広島市、呉市への水道用

水、工業用水、農業用水にも利用されている。 

2）事業の目的   

（1）洪水調節 

  太田川水系全体の治水計画では、下流の玖村

地点の基本高水のピーク流量を 12,000 ㎥/sと

し、このうち 4,500 ㎥/s を上流の複数のダム

で調節して、河道の基本高水流量を 7,500 ㎥/s

としている。温井ダムは、ダム地点の計画高水

流量 2,900 ㎥/s の内、1,800 ㎥/s の洪水調節を行い、太田川沿川の水害防止、軽

減を図るものであり、最も重要な目的である。 

（2）流水の正常な機能の維持            

  従来から太田川に水源を依存しているかんがい用水や都市用水は、不安定な流

況によりしばしば水不足となっている。川らしさを保つための流量の維持、昔か

らある用水の確保や塩害防止、地下水位の維持、鮎漁などの漁業の他、河川内に

生息する動植物の保護のため、水の少ない時に温井ダムから水を供給する。 

（3）水道用水の供給 

  広島市、呉市等の中核都市並びに、瀬戸内沿岸の島々における水道用水の需要

増大に対処するため、新たに広島県に対し日量最大 100,000 ㎥、広島市に対し日

量最大 200,000 ㎥の水道用水の取水を可能とする。 

（4）発電 

図 2.1 洪水調節図(ダム地点) 



 

 

  水道用水や維持用水を流すときの落差エネルギーを利用して、最大出力

2,300kw の水力発電（中国電力(株)所管）を行う。 

3）ダムの諸元 

型式：アーチ式コンクリートダム 湛水面積   ：1.6k ㎡ 常用洪水吐 ：主ゲート 

3.94H×2.94W×4 門 堤頂部標高  ：EL.385.0m 常時満水位  ：EL.360.0m 

堤高     ：156m ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位  ：EL.381.0m 非常用洪水吐：クレストゲート 

     4.85H×11.0W×5 門 堤頂長    ：382m 設計洪水位     :EL.383.5m 

堤体積    ：813,000 ㎥ 最低水位       :EL.289.0m 中位標高放流設備： 

φ1.5m×2 条 

基礎岩盤標高 ：EL.229.0m 有効貯水容量   :79,000,000 ㎥ 利水放流設備 ：主ゲート、 

     補助バルブ、選択取水設備 集水面積   ：253k ㎡ 計画最大放流量 :1,800 ㎥/s 

図 2.2 平面図 

図 2.3 標準断面図  



 

 

 

 

 

重力式ダムを含めても、黒部ダム 

が最も高く、次いで重力式ダムの 

奥只見ダム（H=157m）、宮ケ瀬ダム

（H=156ｍ）、浦山ダム（H=156ｍ）とな

っており、温井ダムは 3 番目となって

いる。 

 

図 2.4 上流面図 

図 2.5 下流面図 

写真 2.1 左岸下流側より 

表 2.1 ダム高順位（アーチ式ダム） 

写真 2.2 左岸上流側より 

非常用洪水吐 5 門  
2､000 ㎥ /sec 

中位標高放流設備 2 条  
60 ㎥ /sec 

常用洪水吐  4 門  
1,100 ㎥ /sec 



 

 

3. 設計の概要 

1）重力式コンクリートダムとの比較 

型式 重力式ダム アーチ式ダム 

設計法 二次元設計法 三次元設計法 

設計条件 ①転倒条件（ミドルサード条件） 

②滑動条件（Henny の公式による） 

③内部応力がコンクリートの許容応

力を超えないこと 

※安全率はいずれも 4 以上 

①堤体が必要な強度を有すること 

 荷重分割法、有限要素法、模型実験法 

②基礎岩盤が滑動に対する安定性を有す

ること。 

※安全率はいずれも 4 以上 

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 H=156ｍで、約 200kg/cm2 430 kg/cm2 

岩盤強度 河床部で最大で、両岸部では小さい どの標高でも堅硬な岩盤が必要 

堤体積 アーチ式ダムのほぼ 2 倍 約 81 万㎥ 

 

2）アーチ式コンクリートダム設計法の概要 

（1）構造設計 

ⅰ）荷重分割法 

  構造解析が可能な 2 つの構造系の複合体と考えることによって応力解析を可

能とする考え方で、アーチ要素と片持梁要素の構造系に分割する。この中でアー

チ要素と片持梁要素の交点で変位（主としてアーチ半径方向変位）を一致させる

解法である。 

             
              図 3.1 荷重分割法の概念図 

ⅱ）模型実験法、三次元有限要素法 

  堤体の安定性を最終的に確認する段階で利用され 

 る。 

（2）基礎岩盤の安定性 

  アーチダムの基礎岩盤はすべての標高にわたって高 

 い強度が要求される。基礎岩盤の安定性は下流側基礎 

 岩盤（ショルダー部）の厚みによって影響される。Henny 

の式によって求められる所要堅岩線は堅岩等高線の中 

に入っている必要がある（図 3.2 参照）。 

 図 3.2 所要堅岩線 



 

 

4. 施工の概要 

1）基礎掘削 

（1）骨材採取 

  基礎掘削量 190 万㎥のうち、堤体コンクリートに使用する約 85 万㎥の骨材全

量を採取し、ダムサイト上流 2km の地点に仮置きした。この際にグリズリー設備

を通過させて不良岩を選別廃棄した。仮置量は割石状態で 120 万㎥である。仮置

きした岩石は、コンクリート製造設備に運搬してコンクリート骨材として使用し

た。この結果、原石山は不要となり、工事費削減、環境保全に寄与した。 

（2）プレスプリティング工法 

  基礎岩盤の損傷を極力低減し、法面の平滑性を増すことにより、計画掘削線の

確保や仕上げ掘削の省力化のために、プレスプリッティング工法を採用した。 

（3）法面保護工 

  堤体直下流の長大法面については、「連続繊維複合補強土工法」を採用した植

生基盤の造成を行い、ダム周辺の郷土種を採取育成した苗木を植えて自然環境の

復元を図った。現在では写真 4.2 のように周辺の地山と馴染んで、同じような植

生となっている。 

 

               

2）コンクリート打設 

（1）主要打設設備及び期間 

 コンクリートの打設は、主体に 20t 吊

弧動式ケーブルクレーン、トランスフ

ァーカ 6 ㎥積、コンクリートバケット 6

㎥を使用して行った。9.5t 吊弧動式ケ

ーブルクレーン使用の場合はトランス

ファーカ 3 ㎥積、コンクリートバケッ

ト 3 ㎥を使用した。 

リフト高は 2m で 4 層打設とした。 

打設期間は、平成 6 年（1994 年）1 月

～平成 11 年（1999 年）3 月で、通年施

工であった。 

写真 4.1 建設中の法面 写真 4.2 現在の法面 

写真 4.3 堤体打設状況 



 

 

表 4.1 主要打設設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.4 仮設備模型写真（資料館展示品より） 

 

（2）アーチ式ダム施工の特徴 

  ①上下流面で引張応力が発生するので鉄筋、打継目面に止水板を設置する。 

  ②堤体を一体化させるため横継目はすべてゾーニングをして、ジョイントグラ

ウチングを行う。 

  ③単位セメント量が 220kg/㎥（フライアッシュ 30％置換）と多いため、温度

応力低減のための 1 次パイプクーリングを、またジョイントグラウチングの

ための 2 次クーリングを行う。 

  ④堤体には上下流側に張出し部が多くなるため、プレキャスト型枠と内部鋼製

支保工による施工法を積極的に使用した。 

（3）コンクリート示方配合 

  主要な示方配合は以下のとおりである。 

機械名 規格 台数 備考 

ケーブルクレーン 弧動式 20t 吊 1  

ケーブルクレーン 弧動式 9.5t 吊 1  

バッチャープラント 強制練 3 ㎥×2 1  

セメントサイロ 1000t 1  

トランスファーカ サイドシュート式 6 ㎥ 1 20t 吊 

トランスファーカ ダンプ式 3 ㎥ 1 9.5t 吊 

コンクリートバケット 油圧式 6 ㎥ 1 20t 吊 

コンクリートバケット 油圧式 3 ㎥ 1 9.5t 吊 

バイバック バイブレータ 5 連搭載 1 ダム本体 

バイバック バイブレータ 3 連搭載 1 減勢工 

20t 吊ケーブルクレーン  

骨材製造設備  濁水処理設備  

ケーブルクレーン固定塔  

ダム堤体  

1 次破砕設備  

9.5t 吊ケーブルクレーン バッチャープラント  

トランスファーカ  

転流工  



 

 

表 4.2 主要示方配合 

名称 Gmax 

（mm） 

ｽﾗﾝﾌﾟ 

（cm） 

水結合

材比

W/C+F

（％） 

単位量（kg/㎥） 目標強度

(kgf/cm2) 

内容 

 水 

W 

結合材

C+F 

細骨材

S 

粗骨材

G 

Ａ 150 3.0±1.0 40.0 88 220 477 1610 430 外部･内部 

Ｃ 80 5.0±1.0 35.3 106 300 524 1432 430 鉄筋部 

Ｂ 150 3.0±1.0 44.0 88 200 502 1602 210 減勢工水叩き 

Ｐ 150 3.0±1.0 48.9 88 180 528 1596 300 プラグ部 

  

5. 温井ダム資料館 

 左岸側にダム資料館があり、温井ダムについて判り易い展示がしてある。写真

5.2 は、直径 45cm、長さ 90cm、重さ 350kg の国内最大級のテストピースで、800t

の圧縮力をかけて強度試験が行われたとのことである。最大骨材 150mm がそのま

ま入っているフルミックスの供試体であり、資料館に展示してある。 

また地山の中をエレベータ（昇降速度 240ｍ/min）で降りて、地下通路を歩い

て下流広場からダムを見上げることができる。 

 
写真 5.1 地下経路案内図（坑内案内図） 

                      

 

 

                                                                                  

写真 5.2 国内最大級のテストピース 

エレベータ  

写真 5.3 下流広場 

より 

下流広場  



 

 

 
6. 水の文化館 

  ダム下流 5km に 4 階建の「川・森・文化・交流センター」がある。この施設は

ダム建設当時には「温井ダムワークステーション」として、施工会社の事務所や

360 名の宿泊が可能である施設として使用され、快適な作業環境を創出すること

に貢献した。現在、1 階は「水の文化館」として太田川の自然環境、水利用等に

ついての展示があり、2 階は「歴史民俗資料館」として山・川・生活をテーマと

した展示がある。                    

 7. あとがき 

以上述べた他にもダム周辺には建設時の仮設備を転用した屋外ステージや滝

山峡記念公園、グランピング施設などがあり、リゾート地として整備が進められ

ていた。ダムに親しみが持てる大切な施設であると考える。 

今回の視察参加者は次の 6 名（敬称略・50 音順）であった。 

    稲若孝治、大掛敏博、角谷篤志、田中秀典、西田修三、森田直樹 

【参考文献】「多目的ダムの建設昭和 62 年版」：ダム技術センター編、「ダム工事ポ

ケットブック」：山海堂出版、「温井ダム工事誌」：鹿島・西松・五洋特定建設工事

共同企業体、「温井ダムパンフレット」：温井ダム管理所、「温井ダム管理所 H･P」 

写真 5.4 右岸展望台 

より 

写真 6.1 水の文化館 写真 6.2 展示内容(パンフレットより) 


